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研究成果の概要（和文）：様々な服薬ミスの一原因として、日本人は白い医薬品を好むため日本の医薬品は白または白
に近似した色に着色されているという事実にある。しかし、日本人が白または白に近似した医薬品しか服用できないの
か、もしそうでないなら、どのような色彩の医薬品まで服用できるのか十分に検証されていない。本研究では、この未
検証の疑問を解きほぐし、医療過誤防止と服薬アドヒアランス向上に資する医薬品カラーデザイン戦略の確立に取り組
んだ。その結果、医薬品の色彩としての許容範囲は、橙系と青系に比べて、黄系、黄緑系、桃系に対して狭いこと、並
びに、これら5色彩系において医薬品として服用できない限界明度と彩度を決定することができた。

研究成果の概要（英文）：One of the reasons why patients often take drugs in error or forget to take drugs 
is the fact that Japanese prescription drugs are colored white or nearly white based on Japanese 
acceptability against color. But this acceptability has never examined scientifically in details. In this 
work, we have investigated Japanese acceptability against color of drugs and found that the permissible 
color ranges against yellow, green yellow, and red purple were narrow in comparison with those against 
yellow red and blue, leading into determination of the permissible range for all the five color from the 
standing points of value and chroma.

研究分野：ユニバーサルデザイン

キーワード： カラーデザイン　医薬品　嗜好性　色彩　許容範囲
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１. 研究開始当初の背景 
 国内の医療用錠剤 369種類、米国の医療用
錠剤656種類について色彩を測色したところ、
国内の錠剤は白または白に近似した黄、黄赤、
赤に偏っているのに対し、米国の錠剤の色彩
は全 10 色相（赤、黄赤、黄、緑黄、緑、青
緑、青、紫青、紫、赤紫）に広がっていた①。
この日米間における錠剤色の違いには、色彩
に対する国民的嗜好性の差が反映されてい
ると考えられている。そして、この国民性に
基づき、米国の医療用医薬品を日本に新規導
入する際、製薬企業はその導入医薬品の色を
白または白に近似した色彩に変更している。
しかし、導入する際に医薬品の色彩を変更す
るためには膨大な費用がかかることから、こ
の嗜好性の差の検証が製薬企業において望
まれている。 
 これまで医薬品の色彩に関する嗜好性を
検討した研究はないわけではない。しかし、
それらの研究では、日本人は医薬品を外観で
識別する②③、日本人は白い医薬品を好む④〜⑥

という結論を出しているだけで、どのような
色彩まで日本人は服用できるのかを明らか
にした研究は存在しない。 
 
２. 研究の目的 
 本研究では、製薬企業のニーズを鑑み、本
当に日本人は白または白に近似した色彩の
医薬品しか服用できないのか、もし服用でき
るとしたら、どのような色彩の医薬品まで服
用できるのかを検証し、日本における医薬品
の色彩指標を確立することを目的としてい
る。 
 
３. 研究の方法 
 (1) 色彩の表示 本研究では、色相 (Hue)、
明度 (Value) 及び彩度 (Chroma) の三属性
からマンセル表色系 (Munsell CS) を用いて、
色彩を「色相値 明度値／彩度値」つまり 
5.3RP 8.68 / 4.53 のように表示した。なお、
色相は、色相差が等間隔に見える赤 (R)、黄 
(Y)、緑 (G)、青 (B)、紫 (P) に、それらの
中間色相 (YR、 GY、 BG、 PB、 RP) を加え
た 10 色相からなり、それぞれの色相が 10 
等分されている。明度は、色の明るさを表し、
最も明るい白の明度 10 と最も暗い黒の明
度 0 を基準として表示する。彩度は色の鮮
やかさを表し、無彩色を 0 とし、鮮やかな
色になるほど値は大きくなる。ただし、色相
毎にその最大値は異なる。例えば、5R、5Y、
5YR では 14 が、色相 5B、5BG では 8 が最
大値となる。 
 
 (2) 着色錠剤の作成 Avicel PH-101 とス
テアリン酸マグネシウムを質量比 98:2 に
て混合し、賦形剤として用いた。着色料とし
ては、食用アルミニウムレーキ赤色 2号、赤
色 3号、黄色 4号、黄色 5号、緑色 3号、青
色 1号、青色 2号を用いた。これらの賦形剤
と着色料を混合し、卓上錠剤成型機

HANDTAB-100（市橋精機社製）を用いてφ7mm、
厚さ 3 mm の平面円形錠剤 68 種類を作成し
た。 
 
 (3)着色錠剤に対する嗜好性の評価 20 
代 20 名（女性 10 名、男性 10 名）、60 代
15 名（女性 11 名、男性 4 名）、70 歳以上
14 名（女性 6 名、男性 8 名）が被験者と
し参加した。評価は、JIS Z 8723 Methods for 
visual comparison of surface colours（表
面視感比較方法）に準拠した条件下、N 6。0
（グレー）のバックボード上に 68 個の錠剤
を配置し、「医薬品」または「お菓子（ラム
ネなど）」をイメージしつつ、医薬品の場合
は、「抵抗なく飲める」、「抵抗あるが飲める」、
「できれば飲みたくない」、「絶対に飲みたく
ない」、お菓子の場合は「抵抗なく食べられ
る」、「抵抗あるが食べられる」、「できれば食
べたくない」、「絶対に食べたくない」の 4グ
ループに 68 種類の着色錠剤を分類すること
により行った。 
 
 (4) 評価結果の統計処理 68 種類の着色
錠剤について嗜好性の評価を行ったが、全て
を対象として統計処理した場合、解析がしに
くいと考えた。そこで、医薬品の基本的な色
相を踏まえ、色相 (Hue) がほぼ一定の範囲
にあること及び彩度ができる限り広い範囲
に分布することを判断基準として、YR（橙）
系 8 錠、Y（黄）系 8 錠、GY（緑黄）系 8 錠、
B（青）系 11 錠および RP（赤紫）系 10 錠
からなる群を選択した。それらの着色錠剤の
Munsell CS上における分布ならびに表示番号
と測色結果を、それぞれ、図 1 と 表 1 に
示す。 
 

 

図 1. 評価実験の結果を統計処理した YR（橙）系、Y（黄）
系、GY（緑黄）系、B（青）系および RP（赤紫）系錠剤

のマンセル表色系における色彩分布． 
なお，プロットに用いた円の色は，実際の色彩ではなく，

錠剤群の色彩を表している． 



 

表 1. 評価実験の結果を統計処理した YR（橙）系、Y（黄）
系、GY（緑黄）系、B（青）系および RP（赤紫）系錠剤

の色彩（マンセル表色系）． 

No 
Munsell CS  
Description 

No 
Munsell CS  
Description 

YR1 0.2YR 6.51 / 12.19 Y1 1.4Y 8.35 / 11.7 

YR2 1.7YR 7.49 / 9.34 Y2 3.1Y 8.66 / 8.95 

YR3 1.9YR 7.63 / 8.42 Y3 2.9Y 8.75 / 8.04 

YR4 2.3YR 7.92 / 7.26 Y4 3.7Y 8.90 / 6.64 

YR5 2.4YR 8.10 / 6.27 Y5 4.3Y 9.00 / 5.96 

YR6 2.7YR 8.26 / 5.76 Y6 4.3Y 9.09 / 5.21 

YR7 3.1YR 8.52 / 4.64 Y7 4.5Y 9.22 / 3.96 

YR8 4.3YR 9.04 / 2.29 Y8 7.5Y 9.30 / 1.83 

GY1 6.3GY 5.33 / 6.39 B1 0.4PB 4.95 / 9.52 

GY2 7.7GY 7.17 / 5.43 B2 7.8B 6.31 / 8.04 

GY3 8.0GY 7.21 / 5.18 B3 7.5B 6.92 / 7.03 

GY4 9.1GY 7.66 / 4.43 B4 8.2B 7.41 / 5.89 

GY5 7.3GY 7.76 / 4.35 B5 6.7B 7.79 / 5.12 

GY6 6.0GY 8.41 / 3.62 B6 8.2B 7.76 / 4.93 

GY7 6.9GY 8.50 / 3.02 B7 6.3B 8.06 / 4.34 

GY8 6.9GY 8.83/ 2.19 B8 5.6B 8.39 / 3.59 

RP1 9.0RP 5.22 / 14.37 B9 4.0B 8.44 / 2.97 

RP2 4.6RP 6.98 / 10.61 B10 4.4B 8.91 / 2.83 

RP3 3.9RP 7.43 / 8.97 B11 2.6B 8.78 / 2.12 

RP4 3.6RP 7.90 / 7.28   

RP5 3.4RP 8.12 / 6.39   

RP6 3.4RP 8.26 / 5.70   

RP7 3.5RP 8.23 / 5.63   

RP8 5.3RP 8.68 / 4.53   

RP9 4.9RP 8.76 / 3.30   

 
 各群の着色錠剤から得た結果の統計処理
には、SPSS® Statistics 22 を用いた。4 件
法により得た評価結果を、「抵抗なく飲める」
または「抵抗なく食べられる」に 4 点、「抵
抗あるが飲める」または「抵抗あるが食べら
れる」に 3 点、「できれば飲みたくない」ま
たは「できれば食べたくない」に 2 点、「絶
対に飲みたくない」または「絶対に食べたく
ない」に 1 点を与えることにより、得点化
した。得点化した評価結果について、 20 代
（20 名；女性 10 名、男性 10 名）、60 代
（15 名；女性 11 名、男性 4 名）、70 歳以
上（14 名；女性 6 名、男性 8 名）と性別
（男女）を被験者間因子とし、被験者内因子
であるイメージ（薬と菓子の 2 水準）と錠
剤色について 2 要因分散分析を行い、解析
した。 

 
４.研究成果 
 (1) YR 系着色錠剤に対する嗜好性 8 種
類の YR 系着色錠剤について得られた評価
結果を分散分析したところ、「年代」（F (2, 
43) = .424, N.S.）と「性別」（F(1, 43) = .001、 
N.S.）の主効果、それらの交互作用（F (2, 43) 
= 1.622, N.S.）、「イメージ」（F (1, 43) = 
1.607, N.S.）の主効果、および、「イメージ」
×「錠剤色」（F (3,800, 163.395) =1.517, 
N.S.）の交互作用は有意ではなく、「錠剤色」
（F (3.050, 131.163) = 66.617、 p < 0.001）
の主効果においてのみ有意差が観察された。
すなわち、YR 系着色錠剤に対する嗜好性は、
薬またはお菓子としてイメージ間、年代間お
よび男女間において違いは観察されなかっ
た。 
 そこで、「錠剤色」について多重比較
（Bonferroni の方法）を行った。着色錠剤
が得た得点の平均値を、それぞれの着色錠剤
の彩度または明度に対してプロットしたと
ころ、得点の平均値は彩度に対する負の相関 
(r = 0.931) が、明度に対する正の相関 (r = 
0.961) が観察された。最も低い平均得点は、
彩度が最も高く、明度が最も低い YR1 の 
2.15 点だった。評価の低い着色錠剤として 
YR2（3.21 点）と YR3（3.23 点）が YR1 に
続いた。しかし、両者と YR1 が得た平均得
点には p < 0.001% の有意差が認められた。
一方、YR2 と YR3 の平均得点と、それらよ
り高得点の YR4 との間には有意な差は観察
されなかった。尚、彩度が最も低く、明度が
最も高い YR8 がほぼ満点の 3.93 点を獲得
した。これらの結果から、YR 系では、明度 
7.5 以上、彩度 9.3 以下の色彩は医薬品に
適用できると結論した。 
 
 (2) Y 系錠剤に対する嗜好性 8 種類の黄
系錠剤について得られた評価結果を分散分
析したところ、「年代」（F (2, 43) = .181, 
N.S.）と「性別」（F (1, 43) = .587, N.S.）
の主効果、それらの交互作用（F (2, 43) 
= .155, N.S.）は有意ではなく、「イメージ」
（F (1, 43) = 4.575、 p < 0.5）の主効果、
「錠剤色」（F (3.176, 136.565) = 57.267, p 
< 0.001）の主効果および「イメージ」×「錠
剤色」（F (2.554, 109.836) = 3.234, p < 0.05）
の交互作用において有意差が観察された。す
なわち、Y 系着色錠剤に対する嗜好性は、年
代間および男女間において違いは観察され
なかった。 
 そこで、「イメージ」×「錠剤色」につい
て多重比較（Bonferroni の方法）を行った。
薬をイメージした場合に Y 系着色錠剤が獲
得した平均得点 3.30 点は、菓子をイメージ
した場合の 3.52 点に比べて、p < 0.5% 水準
にて有意に低かった。つまり、医薬品として
は活用できる Y 系色彩の範囲は、菓子の場
合に比べて、狭いことが見出された。 
 薬をイメージした場合、Y 系着色錠剤の平



均得点には、彩度に対する負の相関 (r = 
0.946) と明度に対する正の相関 (r = 
0.961) が観察された。最も彩度が低く明度
の高い Y8 が最高得点 3.93 点を獲得した。
一方、最低得点（2.48 点）は彩度が最も高
く明度が最も低い Y1 であった。Y3（2.72 
点）および Y2（2.87 点）が Y1 に次いで評
価が低く、それらの獲得した平均得点は有意
な差はなかった。しかし、Y3 の平均得点は、
Y3 より評価の高かった Y4〜Y8 の平均得点
より有意 (p < 0.001) に低かった。 
 菓子をイメージした場合、Y 系着色錠剤の
平均得点には、彩度に対する負の相関 (r = 
0.963) と明度に対する正の相関 (r = 
0.981) が観察された。最も彩度が低く明度
の高い Y8 が最高得点 3.94 点を獲得した。
一方、最低得点（2.79 点）は彩度が最も高
く明度が最も低い Y1 であった。Y3（3.27 
点）および Y2（3.36 点）が Y1 に次いで評
価が低く、それらの獲得した平均得点は有意
な差はなかった。しかし、Y3 の平均得点は、
Y3 より評価の高かった Y4〜Y8 の平均得点
より有意 (p < 0.05) に低かった。 
 これらの結果から、Y 系では、薬の色彩に
対する許容性は菓子の色彩に比べて低いが、
どちらの場合にも明度 8.9 以上、彩度 6.6 
以下が許容範囲となると結論した。 
 
 (3) GY系着色錠剤に対する嗜好性 8 種類
の黄系錠剤について得られた評価結果を分
散分析したところ、「年代」（F (2, 43) = 1.431, 
N.S.）、「性別」（F (1, 43) = .116, N.S.）
の主効果、それらの交互作用（F (2, 43) 
= .062, N.S.）は有意ではなかった。また、
「イメージ」×「錠剤色」（F (4.396, 189.027) 
= 1.211, N.S.）の交互作用は有意ではなか
ったが、「イメージ」（F (1, 43) = 9.842, p 
< .01）ならびに「錠剤色」（F (3.703, 159.243) 
= 43.998、 p < 0.001）において、有意な主
効果が認められた。すなわち、GY 系色彩に
対する嗜好性は、年代間および男女間におい
て違いは観察されなかった。 
 そこで、「イメージ」×「錠剤色」につい
て多重比較（Bonferroni の方法）を行った。
菓子をイメージした場合の平均得点（3.48 
点）は、薬をイメージした場合のそれ（3.18 
点）に比べて、p < 0.1% 水準にて有意に高
かった。 
 GY 系着色錠剤が嗜好性評価試験において
獲得した平均得点を彩度または明度に対し
てプロットした。RY 系および Y 系着色錠剤
と同様に、平均得点は、彩度に対して負の相
関を、明度に対して正の相関を示した。しか
し、彩度に対する相関 (r = 0.917) は、明
度に対する相関 (0.996) に比べて低かった。
すなわち、僅かだが中間彩度層の錠剤に対す
る嗜好性評価が高かった。最も高い評価
（3.71 点）を得たのは GY 系着色錠剤内に
おいて最低彩度で最高明度の GY8 で、最低
得点（2.51 点）の評価を受けたのは最高彩

度で最低明度の GY1 であった。GY1 に次い
で評価が低かったのが、彩度 5.43、明度 
7.17 の GY2（3.19 点）と彩度 5.18、明度 
7.21 の GY3（3.19 点）だった。GY2 と GY3 
の評価は GY1 のそれに比べて有意に高かっ
たが、GY2 と GY3 およびそれらと GY4 の獲
得得点の間には有意な差は認められなかっ
た。これらの結果から、GY 系では、明度 7.2 
以上、彩度 5.4 以下の色彩は医薬品に適用
できると結論した。 
 
 (4) B 系着色錠剤に対する嗜好性 11 種
類の B 系着色錠剤について得られた評価結
果を分散分析したところ、「年代」（F (2, 43) 
= .336、 N.S.）と「性別」（F (1, 43) = .353、 
N.S.）の主効果、それらの交互作用（F (2,43) 
= .426, N.S.）、「イメージ」（F (1, 43) = 1.551、 
N.S.）の主効果、および、「イメージ」×「錠
剤色」（F (4.662, 200.456) = .815, N.S.）
の交互作用は有意ではなく、「錠剤色」（F 
(4.338, 186.545) = 77.917、 p < 0.001）
の主効果においてのみ有意差が観察された。
すなわち、YR 系着色錠剤の場合と同様に、B 
系色彩に対する嗜好性は、薬またはお菓子と
してイメージ間、年代間および男女間におい
て違いは観察されなかった。 
 そこで、「錠剤色」について多重比較
（Bonferroni の方法）を行った。B 系の着
色錠剤の評価得点は、彩度に対して負の相関 
(r = 0.944) を、明度に対して正の相関 
(0.981) を示した。最高彩度 (9。52) かつ
最低明度 (4.95) の  B1 に対する評価 
(1.94) が最低であった。B1 に次いで彩度が
高く明度が低い B2（2.63 点）と B3（3.11 
点）が B1 に続いたが、B3 の評価得点は、B1 
および B2 の評価得点に対して 0.001% 水
準で有意に高かった。一方、B3 と B3 より
評価の高かった B4〜B6 の得点との間には
有意な差は観察されなかった。これらの結果
から、B 系では、明度 6.9 以上、彩度 7.0 以
下の色彩は医薬品に適用できると結論した。 
 
 (5) RP 系着色錠剤に対する嗜好性 10 種
類の RP 系錠剤について得られた評価結果
を分散分析したところ、「年代」（F (2, 43) = 
2.873, N.S.）と「性別」（F (1, 43) = .861, 
N.S.）の主効果、それらの交互作用（F (2, 43) 
= .572, N.S.）の主効果は有意でなく、「イ
メージ」（F (1, 43) = 6.960、 p < 0.05）
および「錠剤色」（F (3.967、 170.572) = 
70.202, p < 0.001）の主効果と「イメージ」
×「錠剤色」（F (7.855, 168.881) = 5.213, 
p < 0.001）の交互作用において有意差が観
察された。すなわち、RP 系色彩に対する嗜
好性は、Y 系着色錠剤および GY 系着色錠剤
と同様に、年代間および男女間においてのみ
違いは観察されなかった。 
 そこで、「イメージ」×「錠剤色」につい
て下位検定ならびに多重比較（Bonferroni 
の方法）を行った。その結果、薬または菓子



をイメージした場合のどちらも、RP 系錠剤
の中で最高彩度かつ最低明度の RP1 の評価
が最も低かった。薬をイメージした場合、RP1 
に次いで評価が低かったのは RP2 と RP3 だ
った。しかし、RP2 の平均得点（2.835 点）
は RP3 の平均得点（3.471 点）より有意に 
(p < 0.001) 低く、RP3 の平均得点は RP3 に
次いで評価の高かった RP4 および RP4 の
平均得点の間には有意な差は観察されなか
った。一方、菓子をイメージした場合、同様
に RP1 に次いで評価が低かったのは RP2 と
RP3 だった。両者の平均得点は RP1 のそれに
比べて有意 (p < 0.001) に高かったが、両
者の間には有意な差は認められなかった。薬
と菓子のイメージで異なっていた点は、RP2、
RP3 および RP4 の得点に関する有意差であ
る。薬をイメージした場合、RP2 の平均得点
は、RP3 および RP4 のそれらに比べて、有
意に低かった。また、RP3、RP4 および RP5 の
平均得点には有意な差は全く観察されなか
った。一方、菓子をイメージした場合、RP2、
RP3 および RP4 の平均得点の間には有意な
差は認められなかった。これらの結果から、
RP 系では、医薬品の色彩としては明 7.4 以
上、彩度 9.0 以下が、菓子の色彩としては
明度 7.0 以上、彩度 10.6 以下が許容され
ると結論した。すなわち、RP 系では薬の許
容色彩範囲は菓子のそれに比べて少し狭い
ことが示された。 
 
(6) 結論 今回行った評価研究により、YR
（橙赤）系、Y（黄）系、GY（黄緑系）、B（青）
系および RP（桃）系の錠剤に対する嗜好性
には、年齢差ならびに性差がないことが明ら
かになった。また、医薬品の色彩としては、
Y 系、GY 系および RP 系に対する嗜好性が
低いことが明らかになり、これらの色彩を用
いて医薬品を着色する場合、注意が必要だと
考えられた。しかし、許容色彩範囲に明確に
差が出たのは RP 系色彩においてのみであ
った。本研究により確立した許容範囲に存在
する色彩は医薬品として十分に活用できる
と期待されるため、海外からの医薬品の導入
や新薬の製剤設計に新たな指針を示すこと
ができたと考える。 
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